
教育課程【試案】 静岡大学教育学部附属幼稚園 2021/03/15 

教育目標 主体的な生活を創造する子 ―自発・自律・協同― 

年少 ３歳児 赤組（いちごグループ・りんごグループ）  

学年の目指す姿【自発】 「幼稚園で安心して遊ぶ」「好きな遊びを見つける」「自分の思いを出す」 

期 Ⅰ期（４月～７月） Ⅱ期（９月～１１月） Ⅲ期（１２月～３月） 

共
同
（
わ
た
し
た
ち
）
の
生
活 

〇教師と一緒に過ごす中で、親しみをもつ。 

〇共に過ごす中で、友達の存在に気付く。 

・気持ちを受け止めてもらったり、一緒に遊んだりすることで、

教師に親しみをもつ。 

・クラスの友達と出会ったり、触れ合ったりすることで、友達の

存在に気付く。 

〇教師や友達と関わりながら、一緒に過

ごす心地よさを感じる。 

・近くで遊ぶ友達の存在に気づいたり、一緒に

遊ぶ楽しさを感じたりする。 

・友達との関わりの中で、いざこざや葛藤を経

験する。 

〇気の合う友達と一緒に遊ぶことを楽しんだり、互いの

気持ちに気付いたりする。 

・ごっこ遊びやわらべうた遊びなどで、一緒に遊ぶことを楽し

む。 

・友達との関わりの中で生じる葛藤状況を、教師の援助を受けな

がら乗り越えていく経験を重ねる。 

・絵本や食事、帰りのひとときなど、みんなで集まる時間を楽し

みにする。 

個
（
わ
た
し
）
の
生
活 

〇園生活に慣れ、楽しみに

登園する。 

〇身近なものに出会い、好

きなことや居心地のよい

場を見つける。          

・教師のそばや、好きな遊びが

できる場所を見つけて、幼稚園

で安心して過ごす。 

・好きな遊びをしたり、楽しい

時間を過ごしたりして、幼稚園

は楽しいと感じる。    

〇好きな遊びを見つけて、

やってみようとする。 

〇教師や友達の姿に誘わ

れて、自分から動きだそう

とする。         

・環境に誘われて、自分から遊

び出そうとする。 

・教師や友達の姿をモデルにし

て、やってみようとする。 

〇いろいろなことに興味をもち、自分か

らやってみようとする。 

〇教師に自分の思いを表そうとする。 

・やりたいこと、おもしろそうなことを見つけ

て、自分からやってみようとする。 

・身近な自然や様々な素材に触れて遊ぶ。 

・進んで戸外に出て、思い切り体を動かして遊

ぶ楽しさを感じる。 

・自分の思いを表情や身振り、言葉で表そうと

する。 

・生活の中で必要な言葉がわかる。 

〇やりたいことを繰り返し、夢中になって遊ぶ。 

〇幼稚園で安心して過ごし、教師や友達に自分の思いを

表そうとする。 

・好きな遊びを繰り返し楽しむ。 

・身の回りのことを自分でやろうとする。 

・教師や友達に対して、自分の思いを様々なやり方で表そうとす

る。 

・期待をもって登園し、幼稚園の生活を楽しむ。 

・親しみをもって日常の挨拶をしたり、生活の中で必要な言葉を

使ったりしようとする。 

年中 ４歳児 黄組（つき組・ほし組）  

 学年の目指す姿【自律】 「自分のことは自分でする」「いろいろなことに興味をもつ」「友達と一緒に遊ぶ楽しさを知る」「自分の気持ちに向き合う」 

期 Ⅳ期（４月～５月） Ⅴ期（６月～１０月） Ⅵ期（１１月～３月） 

共
同
（
わ
た
し
た
ち
）
の
生
活 

〇一緒に過ごす教師や友

達に親しみをもつ。 

・気持ちを受け止めてもらっ

たり、一緒に遊んだりして教師

に親しみをもつ。 

・集まりや食事など、クラスの

友達と一緒に過ごす時間を楽

しむ。 

〇いろいろな友達がいることに気づき、自分から関わろ

うとする。 

〇友達や教師に、自分の思いを表そうとする。 

・クラスや学年で集まって遊ぶ（水遊び、わらべうた、ゲームな

ど）楽しさを感じる。 

・教師や友達に自分の思いを表したり、相手の言葉を聞いたりし

ようとする。 

・遊びや生活の中で、友達と衝突したり、葛藤したりする。 

・異年齢の友達との関わりを楽しむ。特に、年長児に対してはあ

こがれの気持ちを抱いたり、真似してみようとしたりする。 

〇思いを出し合いながら、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

〇友達と関わりながら、自分たちで生活を進めていこうとする。 

・数人の友達と、イメージやルールを共有して遊ぶ。 

・自分たちでルールを決めたり、そのルールを守ったりするよさに気付く。 

・大勢の友達が参加すると楽しい遊びがあることに気付き、友達と誘い合って始

めようとする。 

・相手に伝わるように言葉で伝えたり、相手の気持ちを考えたりしようとする。 

・互いのよさに気付く。また、友達のよさを真似して取り入れようとする。 

・生活の見通しをもち、自分でできることを進んでやろうとする。 

個
（
わ
た
し
）
の
生
活 

〇新しい環境に慣れ、好き

な遊びを見つけて楽しむ。 

・好きな遊びや面白そうなこ

とを見つけて、自分からやって

みようとする。 

・幼稚園の生活が分かり、身の

回りのことを自分でやろうと

する。 

〇やりたいことを見つけて、夢中になって遊ぶ。 

〇いろいろなことに興味をもって関わろうとする。 

・好きな遊びを繰り返し、夢中になって楽しむ。 

・身近な自然に全身で触れ、おもしろがったり、不思議がったり

する。 

・進んで戸外に出て、体を動かして遊ぶ楽しさや解放感を味わ

う。 

・様々な素材に触れたり、道具の使い方を知ったりして、遊びや

生活の中で使ってみようとする。 

〇イメージを膨らませて、試したり工夫したりしながら遊ぶ。 

〇自分なりのめあてに向かって、繰り返しやってみようとする。 

・いろいろな素材に触れ、自分なりに工夫したり、試したりしながら遊ぶ。 

・遊びに必要なものを自分でつくったり、用意したりすることを楽しむ。 

・教師に見守られたり、友達からの刺激を受けたりして、少し難しいことに挑戦

しようとする。 

・安心できる場を見つけて、葛藤する気持ちに向き合う。また、教師の援助を受

けながら言葉で自分の気持ちを整理したり、折り合いを付けたりしようとする。 

・過去の自分と比べたり、過程を振り返ったりして、自信をもつ。 

年長 ５歳児 青組（そら組・うみ組）   

学年の目指す姿【協同】「自分なりに試行錯誤する」「力を合わせる充実感を味わう」「言葉による伝え合い」「自分たちでやりとげる」 

期 Ⅶ期（４月～７月） Ⅷ期（９月～１２月） Ⅸ期（１月～３月） 

共
同
（
わ
た
し
た
ち
）
の
生
活 

〇新しい環境の中で、いろいろな友達に積極的に関わ

ろうとする。 

〇一緒に遊んだり生活したりする中で、友達と思いを

伝え合おうとする。 

・数人の友達とイメージや見通しを共有しながら、夢中になっ

て遊ぶ。 

・相手の話を興味や関心をもって聞いたり、自分の思いを相手

に分かるように伝えたりしようとする。 

・遊びや生活の中で互いに思いを出し合い、友達と衝突した

り、葛藤したりする。 

・年少児や年中児との関わりを通して、年長児としての意識を

もつ。 

〇いろいろな友達と、思いや考えを出し合いながら遊

びを深めていく。 

〇クラスやグループの友達と共通のめあてをもち、力

を合わせて遊ぶ楽しさや充実感を味わう。 

・自分なりの言葉で思いや考えを伝えようとするとともに、言

葉のやりとりを通して相手の思いや考えに気付く。 

・いろいろな遊びや生活の中で、ルールの大切さに気付いたり、

ルールをつくったりして遊ぼうとする。 

・互いのよさを認め合い、自分の得意なことを活かして一緒に遊

びをつくりあげていく。 

・共通の目的やルールをもち、役割分担して遊ぶ。 

・年少児や年中児に優しく教えたり、面倒をみたりするなど、遊

びや生活の中で自然に関わろうとする。 

〇大勢の友達と話し合ったり、役割を相

談したりしながら遊びや生活を進めてい

く充実感を味わう。 

・友達と一緒に、共通の目的や見通しをもって

遊びをつくりあげていく。 

・言葉による伝え合いを通して、自分の考えを

深めたり、相手の意図に気付いたりする。 

・地域社会関心をもったり、本物に憧れたりし

て、調べたり再現したりしようとする。 

・友達と気持ちをひとつにして歌う楽しさと喜

びを味わう。 

・友達と誘い合ったり、励まし合ったりしなが

ら、難しいことに挑戦しようとする。 

個
（
わ
た
し
）
の
生
活 

〇自信をもって、進んで遊びや生活に取り組む。 

・年長児になった喜びを感じながら生活し、自分の力を発揮しよ

うとする。 

・新しい人間関係や環境の中で、安心できる場や落ち着いて過ご

せる場を見つける。 

・進んで戸外に出て、体を動かして遊ぶ楽しさや充実感を味わ

う。 

・自分なりに試行錯誤を繰り返し、納得できるまでやりとげよう

とする。 

 

〇いろいろな場面や人との関わりの中で、自分の考え

に自信をもち、自分らしさを発揮しようとする。 

・遊びや生活の中で、安全を意識しようとする。 

・自然の面白さや美しさに気付いたり、その特徴を取り入れて

遊びや生活を楽しんだりする。 

・用途や数量を考えて必要な物や道具をイメージしたり、段取り

を考えたりして進めていこうとする。 

・自分の好きなことや得意なことがわかり、自信をもつ。 

・遊びや生活の中で、数量や文字に関心をもち、使ってみようと

する。 

・感じたことや考えたことをいろいろなやり方で表現する。 

〇幼稚園での成長を喜び、小学生になる

ことへの期待を膨らませる。 

・自分なりの目標に向かって、難しいことでも

繰り返し努力する。 

・場や状況に応じて、ふさわしい振る舞いをし

ようとする。 

・生活展や卒園式等の行事を通して、過去の自

分を振り返り、自身の成長を喜ぶと共に周囲の

人への感謝の気持ちをもつ。 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

〇ねらい ・内容 


